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「棚田と姨捨山№ 1」© 信州千曲観光局

台風19号の影響により
千曲川の堤防決壊

出典：国土地理院ウェブサイト
長野県長野市大字穂保付近の被害箇所1
（令和元年10月13日撮影）

新元号「令和」の出典は万葉集の歌と発表されています。
姨捨（おばすて）の棚田は月見の名所として万葉集にも詠まれた場所で、
今日では「重要文化的景観」や「日本の棚田百選」に選定されています。

令和元年度組織概要／
令和元年度事業計画・収支予算書／
平成30年度事業報告・収支決算書／
台風19号の被災状況／
人事異動／プレゼントほか

都合により特集記事及び
連載記事「事業所リレー
トーク」「チャレンジアクショ
ン」、「つれづれ福祉」は今
号休載させていただきます。

令和元年10月12日から13日にかけ日本列島を襲った「台風19
号」は各地に大きな爪痕を残しました。この台風では記録的な
大雨による川の氾濫が相次ぎ、長野市では信濃川水系「千曲川
（ちくまがわ）」の堤防が決壊しました。これにより当事業団では
サンアップルを含め6事業所が浸水被害を受け、現在も復旧の目
途が立っていない状況が続いています。幸い、利用者・職員とも
に大きな人的被害はありませんでしたが課題は山積しており、今後
の対応について検討を進めています。（詳細６～７ページに記載）

　
「
明
日
へ
の
希
望
と
共
に
、
一
人
ひ
と

り
が
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
」
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
た
、
清
々
し
い
響
き

の
「
令
和
」
が
幕
を
あ
け
ま
し
た
。
多

く
の
人
が
過
ぎ
ゆ
く
時
代
に
思
い
を
馳

せ
、
ま
た
夢
や
希
望
を
想
い
描
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

長
野
県
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
サ

ン
ア
ッ
プ
ル
」
は
平
成
10
年
の
長
野
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
年
に
合
わ
せ
、
同
年
４
月
１
日
に
開

所
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
活
動
等
を
通

じ
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
健
康
の
増
進

や
、
生
き
が
い
の
実
現
、
社
会
参
加
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
身
近
な
場
所

で
、
障
が
い
の
あ
る
人
・
な
い
人
の
枠

を
超
え
た
活
動
や
、
交
流
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
事
業
団
で
は
、
平
成
29
年
度
策
定

の
第
３
次
長
期
構
想
の
も
と
、
経
営
理

念
「
誰
も
が
笑
顔
で
輝
く
社
会
を
創
造

し
ま
す
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
被
災
に
加
え
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
国
際
情
勢

や
、
国
内
で
は
人
口
減
少
・
高
齢
化
社

会
・
働
き
方
改
革
・
労
働
力
不
足
（
人

材
確
保
困
難
）
な
ど
、
数
多
く
の
社
会

問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
、
ど
れ

も
事
業
団
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
を
迎
え
改
め
て
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
を

含
め
18
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
つ
つ
、
我
々
職
員
一
人
ひ
と
り

が
問
題
意
識
を
共
有
し
、
前
向
き
か
つ

建
設
的
に
意
見
、
議
論
し
合
い
、
一
つ

ひ
と
つ
の
改
善
や
課
題
解
決
に
向
け
取

り
組
む
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

令
和
に
込
め
ら
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願

い
が
叶
う
よ
う
歩
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

「
令
和
を
迎
え
て
／
明
日
へ
の
希
望
と
共
に
」
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福
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福
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〒380－0928長野市若里七丁目1番7号長野県社会福祉総合センター5Ｆ
tel：026-228-0337fax：026-228-0310
URL：http://park19.wakwak.com/~nagano-shafuku-j/

社会福祉法人

長野県社会福祉事業団

掲載記事の内容等についてのお問い合わせ及びプレゼントの応募はこちらまでお願いします。
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人
事
異
動

事業団だより「やまなみ」の感想や今後掲載してほしい内容等に
ついて、①郵便番号、②住所、③氏名、④電話番号を記載のうえ
メールまたは郵便はがきにて本部事務局までお寄せ下さい。1月
末までにお寄せいただいた方の中から抽選で、「松本ひよこ『自
家焙煎コーヒー豆』」を５名の方にプレゼントいたします。
なお、当選発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
（プレゼントの発送は12月頃を予定しています）

松本ひよこ
『自家焙煎コーヒー豆』プレゼント

新
規
採
用

（
平
成
31
年
4
月
1
日
付
）

水
内
荘
支
援
員
／
杉
野
紘
陽(

支
援
課
）

信
濃
学
園
支
援
員
／
小
松
勇
樹(

支
援
課
）

松
本
あ
さ
ひ
学
園
栄
養
士
／
樋
口
は
る
か(

総
務
課
）、
支

援
員
／
関
由
美
子(

治
療
支
援
課
）、
支
援
員
／
有
賀
涼
太

(

治
療
支
援
課
）

ほ
っ
と
上
伊
那
看
護
師
兼
支
援
員
／
小
池
広
美

伊
那
ゆ
い
ま
～
る
支
援
員
／
桐
生
大
治

ほ
っ
と
ジ
ョ
イ
ブ
支
援
員
／
前
原
洋
子
、
主
事
／
秋
山
顕
之

西
駒
郷
栄
養
士
／
福
澤
明
香(

総
務
課
兼
わ
ー
く
西
駒
）

主
事
／
山
本
寿
子(

総
務
課
）、
竹
前
春
那(

企
画
調
整
課
）

支
援
員
／
松
井
杏(

企
画
調
整
課
）、
小
池
成
明(

企
画
調

整
課
）、
小
川
幸
恵(

さ
く
ら
支
援
課
）、
柴
田
友
菜(

駒
ヶ

根
日
中
支
援
課
）、
堺
澤
美
佳(

駒
ヶ
根
日
中
支
援
課
）、
小

川
泰
生(

駒
ヶ
根
日
中
支
援
課
）

上
伊
那
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
／
村
上

久
登
美
、
橋
都
松
夫
、
有
賀
愛

事
業
所
間
異
動
等

（
平
成
31
年
4
月
1
日
付
）

水
内
荘
総
務
課
長
／
原
田
茂
（
再
）

み
の
ち
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
主
任
支
援
員
／
竹
内
紳

一
郎
（
松
本
ひ
よ
こ
主
任
支
援
員
）

歩
楽
里
係
長
木
下
香
織
（
歩
楽
里
主
任
支
援
員
）、
支
援
員

／
和
田
麻
奈
美
（
松
本
あ
さ
ひ
学
園
支
援
員
）

信
濃
学
園
所
長
兼
総
務
課
長
兼
支
援
課
長
／
長
田
基
佳

（
再
）、
係
長
／
小
松
聖
司
（
信
濃
学
園
主
任
支
援
員
）、
支

援
員
／
江
田
翠
（
西
駒
郷
支
援
員
）、
北
村
健
一
（
松
本
ひ

よ
こ
支
援
員
）、
小
林
か
を
る
（
ほ
っ
と
ジ
ョ
イ
ブ
支
援
員
）

松
本
あ
さ
ひ
学
園
心
理
治
療
員
／
宮
島
真
理
（
中
央
児
童
相

談
所
推
進
員
）

松
本
ひ
よ
こ
支
援
員
／
棚
田
英
孝
（
み
の
ち
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
支
援
員
）、
飯
森
悠
太
（
西
駒
郷
支
援
員
）

ほ
っ
と
上
伊
那
所
長
／
森
岡
恵
子
（
再
）、
係
長
／
西
郷
泰

久
（
水
内
荘
主
任
支
援
員
）、
支
援
員
／
高
橋
智
広
（
西
駒

郷
支
援
員
）

辰
野
町
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
／
奥
村
志
穂

（
ほ
っ
と
上
伊
那
支
援
員
）

西
駒
郷
相
談
支
援
係
長
／
落
合
尚
子
（
地
域
生
活
支
援
係

長
）、
支
援
員
／
茂
木
誠
（
ほ
っ
と
上
伊
那
主
事
）、
駒
ヶ
根

支
援
事
業
部
長
兼
宮
田
支
援
事
業
部
長
／
北
嶋
昭
（
上
伊
那

圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
専
門
幹
）

ひ
ま
わ
り
支
援
課
長
／
今
村
秀
枝
（
ま
つ
ば
支
援
課
長
兼

わ
ー
く
宮
田
課
長
）、
係
長
／
佐
藤
憲
司
（
障
が
い
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
係
長
）、
ま
つ
ば
支
援
課
長
兼
わ
ー
く
宮
田
課
長

／
市
瀬
元
彦
（
再
）、
わ
ー
く
宮
田
係
長
／
矢
澤
久
美
（
ま

つ
ば
支
援
課
係
長
）、
支
援
員
／
小
野
智
子
（
障
が
い
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
課
指
導
員
）

上
伊
那
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
支
援
員
／

相
野
田
智
昭
（
松
本
あ
さ
ひ
学
園
主
任
支
援
員
）

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
／
佐
藤
靖
（
再
）、
総
務
課
管

理
係
長
兼
企
画
係
長
／
新
井
孝
尚
（
西
駒
郷
主
任
支
援
員
）

（
令
和
元
年
7
月
1
日
付
）

事
務
局
主
事
／
丸
田
か
お
り
（
松
本
あ
さ
ひ
学
園
支
援
員
）

退
職

（
平
成
31
年
3
月
31
日
付
）

水
内
荘
総
務
課
長
／
仙
仁
健
一

歩
楽
里
支
援
員
／
井
浦
麻
梨

信
濃
学
園
心
理
・
支
援
員
／
小
出
千
広
、
支
援
員
／
竹
入
夏

希
、
金
子
杏
弓

松
本
あ
さ
ひ
学
園
心
理
治
療
員
／
中
島
優
香

ほ
っ
と
上
伊
那
所
長
／
矢
花
尚
利

西
駒
郷
主
任
栄
養
士
兼
主
任
支
援
員
／
清
水
寿
、
ひ
ま
わ
り

支
援
課
長
／
市
瀬
元
彦
、
わ
ー
く
宮
田
支
援
員
／
野
溝
斉

上
伊
那
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
／
矢
野

芳
子

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
／
佐
藤
靖

（
平
成
3１
年
５
月
９
日
付
）

西
駒
郷
看
護
師
／
市
河
紀
子

（
平
成
3１
年
５
月
３１
日
付
）

上
伊
那
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
／
春
日
聡

（
令
和
元
年
６
月
３０
日
付
）

西
駒
郷
支
援
員
／
合
田
成
穂

（
令
和
元
年
8
月
３１
日
付
）

水
内
荘
支
援
員
／
滝
澤
宏
祐

八
雲
日
和
支
援
員
／
島
津
由
香

（
令
和
元
年
１０
月
３１
日
付
）

松
本
あ
さ
ひ
学
園
支
援
員
／
林
孝
行

（
兼
）：
他
職
と
の
兼
務
職
員

（
再
）：
退
職
後
、
再
雇
用
職
員
等

内川 敬子からの
メッセージ

支援員

寄付申出者 寄付先 寄付内容
長野ブロック事業所協力会様 水内荘 車両1台
長野ブロック事業所協力会様 水内荘 体育館照明LED工事
友田自動車（株）様 水内荘 車両1台
中原秋男様（元利用者） 西駒郷 1,000,000円
西駒郷保護者会様 西駒郷 433,586円
（株）北澤電機製作所様 西駒郷 300,000円
（株）幸建設安全衛生協力会様 松本ひよこ プロジェクター1台、

レジスター1台

ザ・ビッグ山形店様 信濃学園 クリスマスケーキ等
水内荘グループ施設家族会様 水内荘 泉水祭花火代
豊野区様 水内荘 〃
泉平組様 水内荘 〃
栗原建一様 水内荘 〃
豊野郵便局様 水内荘 〃
浅野郵便局様 水内荘 〃
友田自動車（株）様 水内荘 〃
（株）東信えぼし様 水内荘 〃
（株）中島薬局様 水内荘 〃
（有）中村精肉店様 水内荘 〃
（有）長野ファクス商会様 水内荘 〃
（特非）豊野結いの会様 水内荘 〃
事務局親睦会 水内荘 〃
三浦慶昭様（職員） 歩楽里 個人野菜の売上代

編集後記 
千曲川の堤防決壊を知り、すぐ
に被災地へ向かったのですが、
浸水被害はもちろん、道路の渋
滞、停電による活動制限、回収
されないゴミの山…と、TVで
は知り得なかった現実を目の当
たりにしました。どこから手を
付けてよいのか、夢か現実か分
からないような不思議な感覚。
そして、このような状況を今後
はHPやSNS等でリアルタイ
ムに発信できるよう、事業団の
情報発信のあり方もテコ入れを
しなければと今更ながら痛感し
ました。� （中村）

◆平成30年度寄付一覧

「松本ひよこではブラジル産の生豆を自家焙煎し、販売し
ております。口当たりはなめらかで香ばしく飲みやすい味
と好評をいただいております。
酸味も苦味も程よくバランスの良い味なので、朝に、午前
午後のブレイクタイムに是非一度ご賞味ください。癖のな
い味わいなので苦手でなければブラックもお薦めです」


